
第
三
章
重
役
陣
の
異
動
と
機
構
の
改
革

取
締
役
の
異
動

1５９９

昭
和
四
十
一
年
の
重
役
陣
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

取
締
役
社
長
司
忠
、
常
務
取
締
役
永
井
弥
惣
兵
衛
、
飯
泉
新
吾
、
取
締
役
渡
辺
英
夫
、
上
田
憲
治
、
草
間
省
二
良
、
石
井

茂
夫
、
小
林
義
正
、
中
田
正
雄
、
疋
田
宇
三
郎
、
監
査
役
井
野
礼
二
、
一
一
一
次
健
太
郎

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
取
締
役
中
田
正
雄
は
常
務
取
締
役
に
選
任
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
附
務
取
締
役
は
、
永
井
弥
惣
兵

術
、
飯
泉
新
吾
、
中
田
正
雄
の
三
名
と
な
っ
た
。
ま
た
同
日
、
取
締
役
草
間
省
一
一
良
は
任
期
満
了
退
任
し
、
代
り
に
小
林
俊
亮
、
桜
井

喜
代
志
が
、
新
た
に
取
締
役
に
選
ば
れ
た
。

小
林
俊
亮
は
、
明
治
三
十
四
年
一
一
一
月
二
十
一
一
日
生
、
大
正
九
年
四
月
入
社
、
以
後
順
次
に
各
要
職
を
経
て
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
十
二
月

外
国
雑
誌
部
長
、
昭
和
四
十
年
九
月
人
事
部
長
と
な
っ
た
。
取
締
役
就
任
後
も
人
事
部
長
を
兼
ね
た
。

桜
井
喜
代
志
は
、
明
治
三
十
六
年
七
月
一
日
生
、
大
正
五
年
四
月
入
社
、
以
後
主
と
し
て
洋
書
部
門
を
勤
務
し
て
、
昭
和
二
十
九
年

四
月
洋
書
仕
入
部
長
に
、
昭
和
四
十
一
一
一
年
三
月
輸
出
部
長
と
な
り
、
取
締
役
就
任
後
も
輸
出
部
長
を
兼
ね
た
。

昭
和
四
十
四
年
九
月
一
一
十
五
日
、
永
井
弥
惣
兵
衛
は
病
気
の
た
め
常
務
取
締
役
を
退
任
、
代
っ
て
上
田
憲
治
が
常
務
取
締
役
に
選
任
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さ
れ
、
日
暮
里
工
場
及
子
会
社
工
場
担
当
も
兼
ね
た
。

昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
、
疋
田
宇
三
郎
は
病
気
静
養
の
た
め
取
締
役
を
退
任
し
た
。
な
お
監
査
役
は
こ
の
間
移
動
は
な
か
っ
た
。

前
頁
に
昭
和
四
十
一
年
’
四
十
五
年
の
支
店
長
の
移
動
表
を
掲
げ
て
お
く
。

二
機
構
の
改
革
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昭
和
四
十
一
年
度
以
後
の
自
由
貿
易
の
拡
大
と
国
内
開
発
の
活
発
化
は
、
当
社
の
営
業
面
に
も
、
い
ろ
い
ろ
の
影
を
落
し
た
。

ま
ず
、
全
体
と
し
て
輸
入
商
品
の
増
加
は
、
そ
の
受
入
。
配
送
の
点
か
ら
従
来
の
第
四
丸
善
ピ
ル
を
以
て
し
て
は
、
能
力
の
限
界
を

越
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
配
送
セ
ン
タ
ー
建
築
の
項
で
述
暑
へ
た
故
に
再
説
は
し
な
い
。

然
し
、
永
年
当
社
が
日
本
総
代
理
店
を
つ
と
め
た
モ
ン
ロ
ー
社
や
ロ
ー
ヤ
ル
社
と
の
事
務
機
械
に
就
い
て
の
契
約
変
更
や
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
部
や
、
エ
ブ
リ
マ
ン
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
発
行
所
ロ
の
貝
社
が
、
日
本
に
直
接
そ
の
陣
目
ｇ
を
持
つ
な
ど
、

英
。
米
出
版
社
が
日
本
に
上
陸
す
る
時
代
で
、
一
方
で
は
タ
ト
ル
社
な
ど
の
外
国
人
経
営
に
よ
る
出
版
社
も
東
京
に
出
現
す
る
と
い
う

状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
事
態
は
成
行
上
避
け
が
た
い
状
況
に
は
違
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
社
と
し
て
は
そ
れ
ら
の
変
化
に
順
応

す
る
た
め
に
流
通
の
合
理
化
・
迅
速
化
の
た
め
に
、
部
課
の
統
廃
合
を
実
施
し
た
。

そ
れ
ら
の
部
課
変
動
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
記
載
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
第
一
は
書
籍
全
般
に
関
し
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
十
日
外
国
雑
誌
部
を
廃
止
、
そ
の
受
注
。
仕
入
業
務
を
洋

書
仕
入
部
に
移
し
、
同
部
を
群
査
課
。
仕
入
第
一
課
・
仕
入
第
二
課
・
商
品
課
。
古
書
課
。
雑
誌
課
の
六
課
と
し
た
。
同
時
に
、
書
籍



務
は
出
版
部
に
吸
収
さ
れ
た
。

を
新
設
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
一
一
一
月
一
日
、
書
籍
部
門
で
は
合
理
化
と
能
率
増
進
の
模
索
的
試
み
と
し
て
和
。
洋
書
。
雑
誌
の
販
売
部
門
を
全
部
含

め
た
書
籍
部
を
創
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
洋
書
仕
入
部
。
書
籍
販
売
部
。
和
書
部
を
統
合
し
た
も
の
で
、
審
査
課
・
仕
入
第
一
課
。
仕

入
第
二
課
・
商
品
課
・
古
書
課
。
外
雑
仕
入
課
。
販
売
第
一
課
・
販
売
第
二
課
。
販
売
第
三
課
。
販
売
第
四
課
、
教
材
課
。
勧
誘
課
・

外
雑
内
務
課
。
卸
課
。
洋
書
売
場
。
和
書
仕
入
課
。
和
書
売
場
の
計
十
五
課
二
売
場
と
な
っ
た
が
、
同
年
六
月
十
七
日
、
販
売
第
五
課

販
売
部
を
、
販
売
第
一
課
・
販
売
第
二
課
・
販
売
第
三
課
。
勧
誘
課
。
外
雑
内
務
課
・
卸
課
。
洋
書
売
場
の
七
課
一
売
場
と
し
た
。
こ

の
う
ち
卸
課
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
一
日
に
新
設
さ
れ
た
課
で
、
従
来
の
洋
書
卸
課
、
出
版
部
営
業
課
、
和
書
部
商
品
課
、
リ
プ
リ

ン
ト
課
及
び
洋
書
仕
入
部
商
品
課
支
店
係
を
統
合
し
て
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
統
合
に
よ
っ
て
リ
プ
リ
ン
ト
課
の
企
画
製
作
業

1６０２

昭
和
四
十
四
年
二
月
一
日
に
は
、
書
籍
部
の
洋
書
売
場
を
、
洋
書
第
一
売
場
・
洋
書
第
二
売
場
に
分
っ
た
。

同
年
六
月
一
日
教
材
部
を
新
設
し
て
、
書
籍
部
教
材
課
を
移
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
青
少
年
教
育
政
策
の
な
か
で
特
に
強
調
さ

れ
た
こ
と
に
、
視
聴
覚
教
育
の
充
実
向
上
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
教
材
も
次
点
に
開
発
さ
れ
、
輸
入
も
さ
れ
て
い
た
。
当
時
書
籍
販
売

部
長
で
あ
っ
た
中
田
正
雄
は
、
こ
の
趨
勢
を
察
知
し
て
、
書
籍
販
売
部
内
に
教
材
係
の
新
設
を
進
言
し
容
れ
ら
れ
て
、
そ
の
実
現
を
見

た
の
は
昭
和
四
十
一
年
九
月
一
日
で
あ
っ
た
。
将
来
書
籍
の
形
体
を
脱
し
た
教
材
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
の
上
層
部
も
一
致

し
た
見
解
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
社
が
代
理
権
を
持
っ
た
Ｈ
Ｇ
Ｓ
分
子
構
造
模
型
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
語
学
テ
ー
プ
、
コ
ー
テ
ィ
ナ
フ
ォ
ン
及
び

ラ
ボ
の
拡
張
販
売
を
主
務
と
し
な
が
ら
、
市
場
の
予
測
・
調
査
を
進
め
て
行
っ
た
。
而
し
て
幸
い
に
も
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
文
部
省



日
廃
止
）
。
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に
よ
る
学
校
教
材
整
備
十
年
計
画
の
教
材
基
準
の
制
定
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
更
に
広
く
教
材
全
般
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四

十
三
年
一
月
六
日
書
籍
販
売
部
教
材
係
を
教
材
課
に
昇
格
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
一
日
の
教
材
部
新
設
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
日
暮
里

工
場
で
開
発
中
の
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
「
マ
ル
ゼ
ン
○
国
勺
Ｓ
ご
が
完
成
し
て
昭
和
四
十
三
年
七
月
に
発
売
、
好
評

を
得
た
。
翌
年
八
月
に
は
顕
微
鏡
投
影
装
置
「
マ
ル
ゼ
ン
旨
の
勺
ぎ
ど
を
発
売
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
七
月
五
日
に
は
、
書
籍
部
の
商
品
課
を
商
品
第
一
課
。
商
品
第
一
一
課
に
分
け
た
。

次
に
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、
ジ
レ
ッ
ト
部
で
あ
る
。
ジ
レ
ッ
ト
部
の
創
設
後
同
部
で
は
日
本
総
代
理
店
と
し
て
全

国
を
北
海
道
。
東
北
。
東
京
。
名
古
屋
。
大
阪
。
広
島
。
九
州
の
七
地
区
に
分
ち
、
各
地
区
に
あ
る
当
社
の
支
店
及
び
各
業
界
の
一
流

卸
商
を
通
じ
て
ジ
レ
ッ
ト
製
品
の
販
売
に
努
力
し
て
き
た
が
、
国
内
。
国
外
の
強
力
な
競
争
品
の
出
現
等
の
影
響
を
う
け
次
第
に
売
行

き
は
減
少
し
て
い
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
昭
和
四
十
一
年
九
月
一
日
に
は
、
ジ
レ
ッ
ト
部
業
務
課
を
廃
止
し
、
仕
入
課
・
販
売
課
の
一
一

課
と
し
、
販
売
体
制
の
補
強
に
努
め
た
が
、
結
果
的
に
は
ジ
レ
ッ
ト
社
の
基
本
政
策
と
の
調
整
が
困
難
と
な
り
、
双
方
合
意
の
上
一
部

市
場
に
対
す
る
販
売
代
理
店
の
権
利
を
残
し
、
輸
入
元
・
総
発
売
元
の
権
利
辞
退
を
申
出
で
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
五
日
に
は
ジ
レ
ッ

ト
部
を
廃
止
、
業
務
の
一
部
は
洋
品
部
及
子
会
社
の
丸
善
洋
物
卸
店
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
一
日
、
子
会
社
の
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社
と
株
式
会
社
丸
善
洋
物
卸
店
を
当
社
に
合
併
し
、
前
者
を
「
文
具

製
販
部
」
（
調
査
企
画
課
。
文
具
仕
入
課
。
文
具
販
売
課
）
と
し
、
後
者
を
「
洋
品
卸
部
」
（
仕
入
課
。
都
内
販
売
課
・
地
方
販
売
課
）

と
し
、
従
来
の
文
具
部
を
文
具
小
売
部
と
改
称
、
外
売
課
。
文
具
売
場
の
編
成
と
し
た
（
文
具
部
業
務
課
は
既
に
昭
和
四
十
三
年
四
月



当
社
の
従
業
員
数
は
、
昭
和
四
十
一
年
以
後
も
逐
吹
に
増
加
し
て
い
る
。
取
り
扱
い
商
品
に
大
き
な
変
化
も
生
じ
た
が
、
そ
の
た
め

に
社
員
の
進
退
を
左
右
せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
態
は
生
じ
な
か
っ
た
。

目
的
と
し
た
。

そ
の
他
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
一
日
、
外
商
部
を
新
設
、
各
部
の
外
勤
者
が
総
合
的
に
当
社
取
扱
商
品
の
販
売
を
行
う
こ
と
を

三
社
員
構
成

1604

事
務
機
械
部
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
十
日
、
文
具
部
扱
い
の
鋤
鉄
製
事
務
用
家
具
の
販
売
業
務
を
事
務
機
械
部
へ
移
管
、
昭
和

四
十
一
一
一
年
八
月
二
十
日
に
卸
課
を
新
設
、
同
時
に
業
務
課
を
廃
止
、
そ
の
業
務
を
販
売
第
一
課
に
吸
収
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
八
月
十

五
日
、
ロ
イ
マ
ッ
ク
、
メ
ル
コ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
セ
ー
ル
業
務
を
担
当
す
る
販
売
第
三
課
を
新
設
、
同
時
に
サ
ー
ビ
ス

第
一
課
。
サ
ー
ビ
ス
第
二
課
を
統
合
し
て
サ
ー
ビ
ス
課
と
し
た
。

出
版
部
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
二
月
一
日
業
務
課
を
廃
止
、
商
品
管
理
業
務
は
書
籍
販
売
部
へ
、
そ
の
他
の
業
務
は
製
作
課
へ
吸
収
、

昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
、
企
画
課
。
編
集
課
・
製
作
課
の
三
課
編
成
と
な
っ
た
。

次
に
本
社
直
轄
の
売
店
を
左
の
通
り
京
浜
地
帯
に
開
い
た
。

昭
和
四
十
二
年
一
一
一
月
二
十
日
に
富
士
銀
行
本
店
地
下
売
店
を
、
十
一
月
一
日
、
横
浜
高
島
屋
百
貨
店
内
に
洋
書
売
場
を
、
昭
和
四
十

四
年
四
月
二
十
五
日
、
大
丸
デ
パ
ー
ト
東
京
店
内
に
洋
書
コ
ー
ナ
ー
を
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
一
一
一
日
、
東
京
都
港
区
浜
松
町
世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ピ
ル
三
階
に
浜
松
町
店
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
た
。



左
に
昭
和
四
十
五
年
度
末
従
業
員
数
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
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右
の
表
に
お
い
て
、
本
店
に
は
丸
の
内
・
浜
松
町
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
各
出
張
所
を
、
名
古
屋
支
店
に
は
金
沢
、
大
阪
支
店
に
は
梅
田
、

神
戸
支
店
に
は
姫
路
、
福
岡
支
店
に
は
長
崎
の
各
出
張
所
を
含
ん
で
い
る
。

停
年
退
職
者
、
結
婚
・
疾
病
等
に
よ
る
退
職
の
多
少
に
よ
り
、
年
に
よ
っ
て
若
干
の
人
員
減
を
示
し
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
年
度
末

と
昭
和
四
十
五
年
度
末
と
を
比
較
す
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
度
末
に
は
一
○
三
人
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
従
業
員
の
平
均
年
齢
を
見
る
と
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
お
い
て
男
子
一
一
一
十
一
一
一
・
四
歳
、
女
子
二
十
四
。
三
歳
、
平
均
一
一
一
十
歳

で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
度
末
に
お
い
て
は
男
子
三
十
六
・
二
歳
、
女
子
二
十
四
。
一
歳
、
平
均
一
一
一
十
一
。
四
歳
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
間
、
女
子
の
平
均
年
令
は
一
進
一
退
の
状
況
で
あ
る
に
反
し
て
、
男
子
の
平
均
年
齢
は
年
々
延
び
て
い
る
。

次
に
勤
続
年
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
一
年
度
末
に
お
い
て
、
男
子
は
十
一
年
、
女
子
は
四
・
六
年
、
平
均
八
。
六
年
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
度
末
で
は
男
子
の
平
均
勤
続
年
数
十
三
・
五
年
、
女
子
は
四
・
五
年
、
男
女
平
均
九
。
九
年
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
、
平
均
年
齢
の
上
昇
と
軌
を
一
つ
に
し
て
い
る
。

店名

本店

名古屋支店

大阪支癖

京都支蛎

神 戸支店９３

岡山出張所’５７

膜島支店’
福岡支癖’

仙奇支離

札l幌支店

『１幕里工場６８

計’2,46,

人員

1.240

293

1４５

135

’７，
’’2２

109

128



1６０６

以
上
の
よ
う
な
諸
兆
候
は
、
業
務
執
行
の
上
か
ら
い
え
ば
、
練
達
し
た
人
交
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
時
期
の
初
任
給
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
円
）

大
学
卒
（
理
垂
系
）

同
（
法
文
系
・
男
子
）

同
（
同
・
女
子
）

短
大
卒
（
女
子
）

工
業
高
専
卒

工
業
元
高
卒

高
校
卒

八九二託七
、 、、、、

○五五○○
○○○○○
○○○○○

ー一

九 一一 七ゴビ』
、 、、、

五五○○
○○○○
○○○○

ー 由 一 ＝ → ■■曲一

一一二-七四○．２
，、、、、、

五五五○○○
○○○○○○
○○○○○○

二
死
、
○
○
○

一
・
一
三
、
○
○
○

二
七
、
○
○
○

三
一
、
○
○
○

二
六
、
○
○
○

二
五
、
○
○
○

四
二
、
○
○
○

四
○
、
○
○
○

壷
三
、
○
○
○

一
一
藁
、
○
○
○

一
芸
、
○
○
○

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

昭
荊
四
十
三
年

昭
和
四
十
四
年

昭
和
四
十
五
年




